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『講義概要』p. 168 記載内容 

 

◆講義題目：統計分析の基礎  

◆到達目標：(1) 統計分析の基礎的な手法を理解する; (2) 実際に統計分析をできるようになる  

◆授業内容：意識調査・テスト・実験などのデータはどのように分析すればいいでしょうか。この授

業では、小規模の標本調査を念頭において、統計分析の基礎的な手法を学びます。これまで統計的な

分析をおこなったことのない人を対象に、初歩から講義します。同時に、コンピュータを実際に使っ

て、毎回データ分析の実習をおこないます。  

◇成績評価の方法：各回の授業中の課題 (50％)、中間試験 (20%)、期末レポート (30%) を合計して

評価する。  

◇テキスト：吉田寿夫 (1998)『本当にわかりやすいすごく大切なことが書いてあるごく初歩の統計

の本』北大路書房。  
 

卒業論文等で質問紙調査を予定している者は、 5 セメスタ開講の現代日本論演習「質問紙法の基礎」

(火 5) および 5 セメスタ開講の現代日本論演習「応用統計分析」(木 2：大学院と合同) も受講する

ことがのぞましい。  

授業の概要 

1. イントロダクション (4/13)  

2. SPSS 入門 (4/20～4/27)  

3. 統計分析の基礎 (5/11)  

4. 記述統計(1): クロス表の分析 (5/19～5/25)  

5. 中間試験 (6/1)  

6. 記述統計(2): 平均値の比較 (6/8～6/29)  

7. 推測統計 (7/6～7/20)  

8. 期末レポート (8 月中旬提出)  

※（）内の日付は、学期前のおおよその計画をあらわしているが、 実際の授業の進行状況によって前後にず

れることがある。  

講師連絡先 

田中重人 (東北大学文学部日本語教育学研究室) 

〒980-8576 仙台市青葉区川内 27-1 文学部・法学部合同研究棟 2F 

 

 

 

オフィス・アワーは定めていません。適当な時間に予約をとってください。 

1. イントロダクション 

• この授業の概要・スケジュール・評価方

法  

• 部屋とコンピュータの使いかた  

• SPSS の起動  

• データ行列 (データセット)  

• 模擬データ入力実習  

2. データ配布・SPSS 入門 

• データの配布  

• SPSS の概要  

• SPSS コマンド・シンタックス  

• メニューによるシンタックス作成  

• 変数値の再割り当て  

• frequencies コマンドと度数分布表  

• Excel によるグラフ作成  

• 印刷  

3. 統計分析の基礎 

• 実験と観察  

• データの記述  

• データの種類  

4. 記述統計 (1): 度数分布とクロス表 

4.1. クロス表 

• 度数分布表のグループ化  

• クロス表表記  

• 行と列の％  

• 周辺度数 (marginal distribution)  

• crosstabs コマンドとそのオプション  

4.2. 無関連状態と期待度数 

• Φ係数  

• 期待度数・残差・連関係数  

• クロス表とグラフの書きかた  

5. 中間試験 

6. 記述統計 (2): 平均値の比較 

6.1. 平均と分散 

• データの種類：復習  

• 順序尺度と間隔尺度の変換  

• 平均値  

• 分散と標準偏差  

• 分布と外れ値  

6.2. 平均値の層別比較 

• 層別平均  

• エフェクト・サイズ  

• 相関比から分散分析へ  

• 表とグラフの書きかた  

7. 推測統計 

7.1. 誤差の評価 

• データの記述と誤差の評価  

• 標本抽出の 4段階モデル  

• 無作為抽出  

• 非標本誤差  

• 標本誤差の統計的推測  

7.2. 平均値の推定 

• 平均値の点推定  

• 区間推定と t分布  

• 平均値の差の区間推定  

• エフェクトサイズ・相関比と区間推定  

7.3. 統計的検定 

• 区間推定の簡易表記としての有意水準  

• 平均値の差の t検定  

• 連関係数のχ2検定  

• 分散分析と F検定  

• 検定結果の表記  

8. 期末レポート 
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――――――――― 1 ――――――――― 

2010.4.20 現代日本論演習  (田中重人) 
第 2 講「SPSS 入門・データ配布」目次 

1. データの配布 
2. 標本抽出 
3. SPSS のウインドウ構成 
4.  変数値の再割り当て 
5.  出力の読みかた・印刷 

――――――――― 2 ――――――――― 

【データの配布】 
1995 年 SSM 調査 B 票の一部 
★ 全国から 70 歳以下の有権者を 
  層化 2 段無作為抽出 
★ 訪問面接法 
cf.  (2000)『日本の階層システム』(全 6 巻) 

 東京大学出版会。

――――――――― 3 ――――――――― 

★ 意識項目と基本的属性に限定 
  (調査票の×印はデータセットにない項目) 
★ 250 ケースをランダムに抽出 

★ 流出しないように 
★ 変数ラベルは菅野剛 

 (日本大学) 氏による 

――――――――― 4 ――――――――― 

★ 毎回の授業で使うので、 
忘れないこと (調査票も) 

★ 期末レポート提出時に返却 

――――――――― 5 ――――――――― 

【無作為抽出】 
母集団から計画標本を選ぶ際に、 
母集団にふくまれるすべての個体

の抽出確率が等しくなるように 
抽出する (random sampling) 

「確率標本」 

――――――――― 6 ――――――――― 

つぎの条件が必要： 
★ 母集団の人口が既知 
★ 個体を網羅した「台帳」 

 
※ 個体によって抽出確率が違う場合も、事後的に調整して

等確率標本と同様の統計処理をおこなうことは可能 

※ 「台帳」が完備してない状況でも、工夫次第で 

  無作為抽出に近づけることができる 

――――――――― 7 ――――――――― 

統計的な推測は、確率標本を前提とする 
 
実際の調査で理想的な標本抽出ができることはまずない。 

また計画標本のなかから無効回答がでるので、 

無作為ではない誤差がかならず発生する。 

この誤差は統計的には処理できないので、個別に推測する 
 
 

・ どの層を過剰に代表しているかを把握する 
・ おなじ母集団を対象にした調査と比較する 

――――――――― 8 ――――――――― 

【層化 2 段無作為抽出】 
・まず「地点」を抽出 (第 1 次抽出) 

・その際、地域・都市規模等で地点抽出数を

割り当てておく (層化) 

・その地点の台帳から個人を抽出 
(第 2 次抽出) 

 

――――――――― 9 ――――――――― 

【データ・セット】 
★ ケース × 変数 
★ 変数は変数名で管理 
★ 変数名以外に「ラベル」 
★ 無回答などの欠損値 (.)

――――――――― 10 ――――――――― 

【SPSS のウインドウ構成】 
● データ・エディタ 
● シンタックス・エディタ 
● 出力ビューア 
 
 

――――――――― 11 ――――――――― 

【メニューとシンタックス】 
★ 分析手法をえらぶ 

★ 必要なオプションを指定 

★ 「貼り付け」をクリック 

★ シンタックスの必要部分を選

択して実行 (4) 

――――――――― 12 ――――――――― 

【出力ビューア】 
★ 左側に目次、右側に出力内容 

★ エラー表示もここに出る 

【印刷】 
★ 左側の目次で選択 ★ 電源の入れかた 

★ 出力先の切り替え ★ ジョブの確認・取り消し 

★ 印刷前にプレビュ ★ タイル印刷 (2 面, 4 面, ...) 

――――――――― 13 ――――――――― 

【変数値の再割り当て】 
データエディタのメニューバーで 

● 「変換」→「値の再割り当て」 

→「他の変数へ」 

● 変換先変数の名前をつける 

 

――――――――― 14 ――――――――― 

● 「今までの値と新しい値」 

● 値の組を指定したら「続行」 

● シンタックスを貼付けて実行 

● 新変数の度数分布を確認 

● 問題がなければデータセット

を保存 

――――――――― 15 ――――――――― 

【実習】 
満年齢 (Q1_2a)を 10 才刻みに区

切って 
度数分布表を出力し、印刷して提

出 
 

――――――――― 16 ――――――――― 

【その他のアプリケーション】 
● 文書作成 (Word)   ● 表計算 
(Excel) 
● 電卓  (アクセサリ)   
 
SPSS の出力ビューアから表を

Excel や Word に貼り付けられる 
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URL: http://www.sal.tohoku.ac.jp/～tsigeto/family/

現代日本論演習「統計分析の基礎」 2010年度

第4講　統計分析の基礎 (5/11)

田中重人 (東北大学文学部准教授)

[今回のテーマ] データの性質に関する基本的な事項を理解する

1 データ収集から分析まで
1.1 データの収集

実験 (experiment) とは:

観察 (observation) とは:

1.2 分析可能な形への加工

• 分析の単位
• 変数の同定
• 変数値の付与 (coding)

1.3 データ・セット作成

• データ入力
• クリーニング

2 記述と推測
「統計をとる」ことの第 2、第 3段階 (教科書 p. 1–6)

• データの特徴を少数の数値に要約 ＝ 記述統計 (descriptive statistics)

• 誤差の評価 (この手続きの一部が推測統計 inferential statistics)

科学的な研究においては、分析結果の「正しさ」についての最終的な決着は、追試の繰り返しによる再
現性のチェックによって行われるはずである。しかし、実際には……

• 費用や人的資源の不足などから、頻繁に追試がおこなわれない分野のほうが多い
• 厳密な追試が原理的に不可能であることも多い (歴史的な研究など)

このため、分析結果を公表する際には、誤差に関する情報をできるかぎり公表することが仁義となって
いる。推測統計は、この目的のために使われる標準的な手法のひとつ。

3 尺度水準
教科書 p. 8

● 比率尺度 (ratio scale)

● 間隔尺度 (interval scale)

● 順序尺度 (ordinal scale)

● 名義尺度 (nominal scale) → 「質的変数」と呼ばれることもある

上位の尺度のほうがあつかえる演算が豊富であり、また下位の尺度の特徴を兼ね備えている

→ 分析手法の選択幅がひろい

私たちが測定するものはたいてい順序尺度以下である (SSM調査の調査票参照)。

→ 上位の尺度への変換には一定の理論的根拠が必要

実際には、本来は順序尺度のはずの変数について平均値を求めて分析する、といった類のことが広くお
こなわれている。

– 2 –
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――――――――― 1 ――――――――― 

2010.5.25 現代日本論演習 (田中重人) 
第 6 講「φ係数」 

 

1.  自由度 (degree of freedom) 

2.  クロス表分析のふたつの系列 

3.  2×2 クロス表の性質 

4. φ係数 (phi coefficient) 

――――――――― 2 ――――――――― 

【自由度】 
2×2 クロス表では、周辺度数が所与なら、 
1 つのセル度数が決まればほかも決まる 

β  
α 1 2 合計 
1 a  g－a g  
2 i－a h－i＋a h 

合計 i j N 
 

――――――――― 3 ――――――――― 

3×3 クロス表：セル度数が 4 つ決まれば… 
β  

α 1 2 ３ 合計 
1    f 
2    g 
3    h 

合計 i j m N 

k×lクロス表の自由度 (degree of freedom) 

d.f. = (k－1)(l－1) 

――――――――― 4 ――――――――― 

【クロス表分析の 2 つの系列】 

● 「％の差」系 (期待度数との差) 
＝連関係数 

● オッズ比系 (乗法モデル) 
＝対数線形分析、ロジット分析 

この授業で取り上げるのは前者だけ 
――――――――― 5 ――――――――― 

【2×2 クロス表の性質】 

以下、つぎの記号法を使う 
β  

α 1 2 合計 
1 a c g  
2 b d h 

合計 i j N 

――――――――― 6 ――――――――― 

(1) 行%は 1 列について比較すればよい： 

g
c

h
d

h
b

g
a −=−  

(2) 行％の差がゼロなら列%の差もゼロ 

(3) 行％の差が 100 なら列%の差も 100 
(4)g=i or g=j なら行％の差と列%の差は同じ： 

j
c

i
a

h
b

g
a −=−  

――――――――― 7 ――――――――― 

(5) これら以外の場合、行％の差と列%の差

はちがう値になる

――――――――― 8 ――――――――― 

(例 1) 行％の差＝８％ 

60% 40% 100% 
52% 48% 100% 

(例 2) 行・列とも％に差なし 
52 48 100 

52.0% 48.0% 100.0% 
66.7% 66.7%  

26 24 50 
52.0% 48.0% 100.0% 
33.3% 33.3%  

78 72 150 
52.0% 48.0% 100.0% 

 

(例 3) 行・列とも 10％の差 
70 30 100 

70.0% 30.0% 100.0% 
70.0% 60.0%  

30 20 50 
60.0% 40.0% 100.0% 
30.0% 40.0%  

100 50 150 
52.0% 48.0% 100.0% 

――――――――― 9 ――――――――― 

【φ係数】 
2×2 クロス表の「連関」の尺度 

ghij
bcad −=φ  

この係数の意味は?  
(分子だけ取り出して考えてみよう) 
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――――――――― 1 ――――――――― 

2010.6.8 現代日本論演習  (田中重人) 

第 8 講「連関係数とクロス表の解釈」 

 
1. 連関係数の性質 
2. SPSS で実習 
3. 尺度水準 (復習) 
4. 代表値と散布度 
 
 

――――――――― 2 ――――――――― 

【Vの性質】 
★ 行･列変数が独立のとき V = 0 
★ 関連が強くなると大きくなる 
★ 最大値は 1 

――――――――― 3 ――――――――― 

【SPSS で実習】 
クロス表のオプションを指定： 
「統計」で 

「カイ 2 乗」「ファイと Cramer の V」 
 
 
※「セル」で「度数」(観測／期待) と 

「残差」(標準化なし／標準化)を指定することもできる 

――――――――― 4 ――――――――― 

つぎの変数についてクロス表を解釈： 

・性別 (q1_1) × 性別役割意識 (q35a) 

・年齢 10 歳階級× 性別役割意識 (q35a) 

・生活水準の変化 (q36) × 満足度 (q37) 

 

V がどれくらいか  
→ どこに％の差があるか? 

――――――――― 5 ――――――――― 

【注意事項】 
期待度数の小さいセルがある場合、 
連関係数は適切な指標にならない 
 

→ 期待度数 < 5  のセルがないか、 
カイ 2 乗値の表の下の警告で確認

――――――――― 6 ――――――――― 

【尺度水準と分析法】 
 

名義×名義 → クロス表 

 

名義×間隔 → 平均値の比較 

 

――――――――― 7 ――――――――― 

【代表値と散布度】 

★ 中央値 (median) － 四分位偏差 (Q) 
(順序尺度以上) 

★ 平均値 (mean)  － 標準偏差 (SD) 
(間隔尺度以上) 

 (教科書 p. 42–51) 

――――――――― 8 ――――――――― 

【平均値】 
総和をデータ数で割ったもの 

【標準偏差】 
平均値からの偏差の 2 乗値の平均が「分散」 
分散の平方根が「標準偏差」 

★ 平均値と標準偏差はセットで使う 

――――――――― 9 ――――――――― 

【予告】 
来週は中間試験 
・出題範囲は、「クロス表」まで 
・コンピュータで答案を作成、印刷して提出 
・何でも持ち込み可 

ただし通信と相談は禁止 
・試験後は通常の授業 



 1 

2010.6.29   ( )

9

1. SPSS

2.  (group )

3.

4. Effect Size 

5.

 2 

SPSS

 3 

( )

  (effect size)
 4 

SPSS

( )

 5 

ES

SD

 ( SD)  (  p. 137) 

 6 

SD ( )

2.62 1.02 (114) 

2.24 0.91 (136) 

2.41 0.98 (250) 

SD

ES     

 ES SPSS

 7 

2

 2

 8 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

 9 

4

 (  p. 53–59)

 ( )

 ( )

 10 

 (  p.142–144) 

 11 

 (  p. 46) 

 12 

ES

 13 

SD

SD SD

 ( )

2
2

2

 14 

SPSS

 0 1

ES 0

 15 

3

(ANOVA: 

ANalysis Of VAriance) 

 16 

8/10 ( ) 17:00      

 ( 2F)

205

SSM



 1 

2010.7.6  ( )

10

1.

2.

3.

4.
 2 

x M  m 

x M ( x – m) ( m – M )

 3 

SD ?

1, 1, 2, 2, 3, 5, 4, 5, 4, 3

1, 1, 2, 2     {3, 5, 4, 5, 4, 3} 

 4 

 ( )

    ( SD)

 0

 5 

ES

21

2

2

2

2

1
ES

nn

N

2 n1 = n2

2

2

2

1

4
ES

ES

 6 

ES

 7 

( 20 ?)

 8 

 (descriptive statistics) 
 ( )

 (inferential statistics) 

(  pp. 3–5) 

 9 

random sampling 

(probability sample)

 10 

60 :

: 30

: 30

n ?

n
?

 11 

interval estimation 

 (confidence level) 

 (confidence interval) 

 12 

400 :

: 240

: 160

?

0.6  1.96 (0.6 0.4 / 400) 

:      (95% )

 13 

 (n > 30)

 (0.1 < m < 0.9) 

95%

n

mm
m

)1(
1.96

(standard error) 
 14 

n
m

SD
1.96

t n n 200 1.96

 ( p. 281)

t



 1 

  ( )

11 (2010.7.13)

1.

2.

3.

4.

5.

 3 

(  p. 151) 

 4 

1/2

?   

?   

 5 

( )

 6 

( )

 7 

T

 8 

Statistical test 

 9 

 (null hypothesis):  

 (significant): 

 (critical level): 1

 10 

5%

 95% 0

95

 11 

5%

 95% 0

 12 

p

 13 

( 5 1 )

:

0.007

0.023

0.088

 14 

t

( )

2

2

 15 

V  | |

 (= )

2

Pearson

5

 16 

F

3

2 t

t

 17 

p < 0.05 

 (*) 

p > 0.05 
ns

 (= not significant) 



2010.7.20 現代日本論演習 (田中重人) 

授業資料 

表 1 性別と性別による不公平感との関連 

性別による不公平   
性別 

「大いにある」 「少しはある」 「ない」 合計 （人）

男性 36.0  50.5  13.5  100.0 (111) 

女性 27.3  56.8  15.9  100.0 (132) 

合計 31.3  53.9  14.8  100.0 (243) 

Cramer's V=0.094. p < 0.05 無回答=7.

 
 

表 2 県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる比率の男女差 

性別 ％ (人)

男性 46.0 (113)

女性 27.6 (134)

合計 36.0 (247)

φ=0.191*． 無回答=3．

*: 5％水準で有意. 

 
 

表 3  生活全般満足度の男女差 (1) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

η＝0.198.  p < 0.05. 

 

表 4  生活全般満足度の男女差 (2) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

                    η＝0.198*.  *: 5%水準で有意. 

  

 
 

表 5  性別役割意識の男女差 (1) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086.  p > 0.05.  無回答＝７. 

 

 

表 6  性別役割意識の男女差 (2) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086ns.  ns: 5%水準で非有意. 

                                    無回答＝７. 

 


